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路傍の花　「シャクナゲ」
（轟地区）

　5月 20 日（土）に，幸田かがやき保育園の運
動会が開催されました。
　オープニングでは，園児たちによるディズニー
音楽にのせての太鼓演奏があり，とても愛嬌よく，
上手にたたいていました。各種競技では，園児た
ちのひたむきに頑張る姿に，保護者から大きな声
援が送られていました。

『  第54回 
かがやき保育園運動会  』
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下川西地区に古墳時代の集落跡

高
た か

野
の じ

路遺跡発掘調査速報　VOL.2

　

古
墳
時
代
（
約
１
５
０
０
年
前
）
の
花か
べ
ん
が
た

弁
形
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
た
高
野

路
遺
跡
の
発
掘
調
査
成
果
に
つ
い
て
、
広
報
ゆ
う
す
い
３
月
号
に
引
き
続
き

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

２
号
住
居
跡
内
で
は
、焼し

ょ
う
ど
ろ

土
炉（
左
写
真
上
）が
３
ヵ
所
確
認
さ
れ
ま
し
た
。　

　

く
ぼ
み
を
掘
り
込
ん
で
火
を
炊
い
た
跡
で
、
赤
く
焼
け
た
土
が
堅
く
レ
ン

ズ
状
に
堆
積
し
て
い
ま
し
た
。

　

土
器
（
左
写
真
下
）
は
、
成
川
式
土
器
の
つ
ぼ
型
土
器
の
胴
部
で
、
周
囲

に
多
く
の
炭
化
物
が

検
出
さ
れ
た
状
況
な

ど
か
ら
、
使
用
で
き

な
く
な
っ
た
つ
ぼ
型

土
器
の
丸
み
を
利
用

し
て
、
炉
の
底
と
し

て
使
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
外
の
器
面
に
は
、

粘
土
ひ
も
が
貼
り
め

ぐ
ら
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

 

▲▼２号住居内　成川式土器出土状況

　

２
号
住
居
跡
（
下
写
真

右
）
は
、
隅す

み
ま
る丸
方
形
状
の

竪
穴
部
に
長
方
形
の
張
り

出
し
部
を
持
つ
構
造
で
、

竪
穴
部
の
中
心
に
石
組
み

炉
（
下
写
真
左
）
が
検
出

さ
れ
ま
し
た
。
炉
の
中
心

を
石
で
囲
み
、
暖
を
と
っ

た
り
、
照
明
や
調
理
に
用

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
周

辺
に
は
、
炭
化
物
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
号
住
居
跡
内

か
ら
は
、
成な

り
か
わ
し
き

川
式
土
器
と

呼
ば
れ
る
古
墳
時
代
の
土

器
の
か
け
ら
が
多
量
に
出

土
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

廃
虚
と
な
っ
た
住
居
跡
を
、

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
土

器
を
捨
て
る
場
所
と
し
て

使
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
察
さ
れ
ま
す
。

２
号
住
居
跡

３号住居跡に隣接して発見された２号住居跡
（ドローンによる空中撮影）

隅丸方形状の竪穴部中心に安山岩が配置された石組み炉

２号

竪穴部
張り出し部

３号
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出土した石器

永山古墳との関わり

　３号住居跡の張り出し部から，石包丁（右
写真）が出土しました。石包丁は，２つの
穴に通したひもに指をかけ，穂をつみ取る
道具といわれているものです。刃部は，研
磨して作り出されており，両端部は欠けた
ものと思われます。この出土により，古墳
時代にはすでに稲作をはじめ穀類の生産が
行われていたことが裏づけられます。

　このほか石器では，石
いしさじ

匙・石
せきぞく

鏃・スクレイパーなどの製品が出土していますが，縄文時代の終わ
りごろの土器がわずかながら出土していることから，これらのものは，この時期に該当するものと
思われます。

肉を切ったり，皮をはいだりする石器
※ひもをくくりつけて持ち歩く，携帯用のナイフと
も言われる。

狩猟道具である弓矢の先
端につける石器

肉を切ったりするナイフ
の機能を持つ石器

　

遺
跡
の
南
東
側
に
は
、
熊
本
県
南
部
か
ら
北
薩
地
方
に

見
ら
れ
る
「
地ち

か
し
き
い
た
い
し
づ
み
せ
き
し
つ
ぼ

下
式
板
石
積
石
室
墓
」
の
広
が
る
永
山
古

墳
群
（
町
指
定
史
跡
）
が
あ
り
、
高
野
路
遺
跡
は
そ
の
墳

墓
を
形
成
し
た
集
落
群
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

吉
松
地
域
は
、
宮
崎
県
中
南
部
か
ら
大
隅
半
島
に
見
ら

れ
る
「
地
下
式
横
穴
墓
」
の
分
布
圏
で
も
あ
り
、
川
内
川

流
域
に
２
つ
の
タ
イ
プ
の
古
墳
が
交
錯
す
る
地
域
と
し
て

学
術
的
に
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

高
野
路
遺
跡
に
は
、「
熊く

ま
そ襲
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
の
歴
史

を
ひ
も
解
く
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
が
埋
も
れ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

石匙 石鏃（矢じり） スクレイパー

　

昭
和
48
年
に
発
見
さ
れ
、
同

年
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
永
山

古
墳
。
死
者
を
埋
葬
し
た
地
下

石
室
を
板
石
で
覆
う
墳
墓
が
広

が
る
。

高野路遺跡

永山古墳

直線距離で約 900m 南東側
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義弘公ゆかりの「蓮
はす

池」の全貌が明らかに！
～徳

とく

元
げん

寺
じ

蓮池跡発掘調査から～

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
三
十
年
に
島
津
義
弘
公

没
後
四
百
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
松
尾
城
を
は
じ
め

義
弘
公
ゆ
か
り
の
史
跡
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
松

尾
城
下
に
あ
っ
た
徳
元
寺
の
蓮
池
も
深
く
関
わ
り
の
あ

る
史
跡
で
、
そ
の
整
備
を
図
る
た
め
、
三
月
十
五
日
か

ら
約
二
週
間
か
け
て
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
編
さ
ん
さ
れ
た
「
三さ

ん
ご
く
め
い

国
名

勝し
ょ
う
ず
え

図
会
」
の
文
献
に
よ
る
と
、
一
五
九
五
年
、
義
弘
公

は
文
禄
の
役
か
ら
帰
国
の
際
に
、
朝
鮮
か
ら
持
ち
帰
っ

た
「
千セ

ン
ヨ
ウ
レ
ン

葉
蓮
」
と
呼
ば
れ
る
蓮
の
花
を
、
松
尾
城
下
の

徳
元
寺
の
池
に
植
え
ら
れ
、い
つ
の
時
代
か
、本
府
（
鹿

児
島
の
城
下
）
に
も
分
植
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
栗
野
郷
土
誌
に
は
、
お
寺
は
明
治
の
廃は

い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈

に
よ
り
廃
寺
と
な
る
も
、
蓮
の
花
は
戦
前
ま
で
咲
き
続

け
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
、周
辺
古
老
の
「
昔
、小
さ
な
池
が
あ
っ
た
。」

と
の
証
言
に
基
づ
き
、
教
示
さ
れ
た
場
所
を
発
掘
し
ま

し
た
。　
　
　

　

調
査
の
結
果
、
山
の
傾
斜
面
に
沿
っ
て
石
垣
が
築
か

れ
、
石
垣
の
手
前
に
は
、
縁
石
を
四
～
五
段
積
み
上
げ

て
、南
北
に
細
長
い
形
状
の
池
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

池
は
完
全
に
土
に
埋
も
れ
た
状
態
で
し
た
。
ま
た
、
池

の
中
に
堆
積
し
た
土
を
掘
り
下
げ
た
結
果
、
陶
磁
器
類

の
茶
器
や
蓮
の
実
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
な
ど

が
出
土
し
ま
し
た
。

発掘調査前

発掘調査後
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幻の千葉蓮の種子か？
出土した陶磁器類の茶器片

三国名勝図会に描かれた徳元寺
（蓮池は山手の長屋の建物の裏に位置すると思われます。）

 
仙
巌
園
「
千
葉
蓮
の
碑
」

　

磯
の
仙
巌
園
（
磯
庭
園
）
に
は
、
千
葉
蓮

の
石
碑
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、一
八
二
二
年
、

第
二
十
七
代
薩
摩
藩
主
・
島
津
斉
興
公
は
、

徳
元
寺
の
蓮
を
仙
巌
園
に
分
植
し
た
と
伝
え

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
の
蓮
も
枯
死
し
て
い
ま
す
が
、
碑
文

に
は
千
葉
蓮
の
特
徴
が
刻
ま
れ
て
お
り
「
紅

色
の
花
で
、
そ
の
強
い
香
り
は
数
百
歩
は
な

れ
た
と
こ
ろ
ま
で
届
き
、
そ
の
美
し
さ
は
絵

に
は
描
け
て
も
口
で
は
説
明
で
き
な
い
。」

と
記
し
て
い
ま
す
。

徳元寺出土 鎌倉の蓮の実

（
仙
巌
園
写
真
提
供
）
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◆
避
難
情
報
の
名
称
に
つ
い
て
◆

　

平
成
28
年
台
風
第
10
号
に
よ
る
水
害
で

は
、
岩
手
県
岩
泉
町
の
高
齢
者
施
設
に
お

い
て
避
難
準
備
情
報
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
適
切
な
避
難
行
動

が
と
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
等
が
避
難
を

開
始
す
る
段
階
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す

る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
避
難
情
報
の
名
称

が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

◆
早
め
早
め
の
避
難
を
行
う
た
め
に
、

家
族
や
地
域
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
◆

　

自
然
災
害
に
対
し
て
は
、自
ら
の
判
断
で

避
難
行
動
を
と
る
こ
と
が
原
則
で
す
。い
ざ

と
い
う
時
の
避
難
行
動
に
つ
い
て
考
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

①
自
宅
や
学
校
、職
場
に
は
ど
の
よ
う
な
危

険
が
あ
る
の
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
町
が
作
成
し
、各
戸
に
配
布
し
て
い
る
防

災
マ
ッ
プ
を
見
て
、河
川
が
氾
濫
し
た
場
合

に
は
何
ｍ
浸
水
し
て
し
ま
う
の
か
、土
砂
災

害
が
起
こ
り
や
す
い
場
所
は
な
い
か
な
ど
、

自
宅
や
学
校
・
職
場
等
の
よ
く
立
ち
入
る
場

所
に
は
、ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
の
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
住
ま
い
の
地
域
の
避
難
場
所
を
確
認

し
、そ
こ
ま
で
の
避
難
経
路
や
移
動
手
段
に

つ
い
て
計
画
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
町
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
情
報
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
情
報
に
つ
い
て
は
、町
防
災
行
政
無

線
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
避
難
情
報
に
は
、次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

大
雨
や
台
風
に
よ
る

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

︽
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
︾

・
人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能

性
が
高
ま
っ
た
状
況
。
非
常
持

出
品
の
用
意
を
す
る
な
ど
、
避

難
準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
避
難
に
時
間
を
要
す
る
人

（
ご
高
齢
の
方
や
障
害
の
あ
る

方
、
乳
幼
児
等
）
と
そ
の
支
援

者
は
避
難
場
所
へ
避
難
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

※
但
し
、
外
出
す
る
こ
と
で
か
え
っ

て
命
に
危
険
が
及
ぶ
よ
う
な
状
況
で

は
、
近
く
の
安
全
な
場
所
へ
の
避
難

や
、
自
宅
内
の
安
全
な
場
所
に
避
難

を
し
ま
し
ょ
う
。

※
夜
間
の
避
難
は
危
険
が
高
ま
り
ま

す
。
明
る
い
う
ち
に
早
め
の
避
難
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
林
道
の
維
持
管
理
に
ご
協
力
を
◆

　

今
年
も
梅
雨
期
に
突
入
し
、雨
の
多
い
時
期
と
な

り
ま
し
た
。林
道
の
側
溝
や
溜
桝
が
土
砂
や
落
ち
葉

等
に
よ
り
詰
ま
る
と
、降
雨
時
に
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に

被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。森
林
所
有
者
や

地
域
の
皆
様
に
よ
る
清
掃
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

︽
避
難
勧
告
︾

・
人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能

性
が
明
ら
か
に
高
ま
っ
た
状

況
。
速
や
か
に
避
難
場
所
へ
避

難
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

︽
避
難
指
示
（
緊
急
）︾

・
人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能

性
が
非
常
に
高
い
と
判
断
さ
れ

た
状
況
。
早
急
に
避
難
場
所
へ

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

（
変
　
　
更
　
　
前
）

「
避
難
準
備
情
報
」

「
避
難
勧
告
」

「
避
難
指
示
」

　
　
　
　
　
　

（
変
　
　
更
　
　
後
）

「
避
難
準
備・高
齢
者
等
避
難
開
始
」

「
避
難
勧
告
」

「
避
難
指
示（
緊
急
）」
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台風時の停電に備えましょう！
九州電力からのお知らせ

停電への備え
●強風で飛ばされるおそれがあるものは，あらかじめしっかり固定　
　しましょう。
●普段から分電盤の位置を確認しておきましょう。通常，分電盤は
　玄関・台所・脱衣所・ 廊下等の上部に設置されています。

台風時の停電情報をチェック！
台風による停電時には，電話がつながりにくくなることがあります。 
台風時の停電情報は当社ホームページでもこ確認いただけます。

災害が起きたら

リミッターがスマートメーターに内臓されているご家庭で過負荷によりリミッターが切れた湯合，自動で再点灯しますが， 
その後も繰り返し電気が消えると再点灯できなくなります。その際は下記お問い合わせ先にご連絡ください。

当社以外の電力会社とご契約のお客さま

  当社とご契約のお客さま

☎0120-986-306（送配電コールセンター）
☎0120-986-803

停電時に必要なもの（例）

□携帯ラジオ　□懐中電灯
□飲料水　　　□乾電池 
□携帯電話の充電器（電池式）
□ため水（生活用水）

サービスのご利用には会員登録が必要です
□携帯電話版ホームページ
http://kyuden.jp/
□パソコン版ホームページ
（パソコンからも登録できます）
http://kyuden.jp/

▲登録画面へ直接
　アクセス！
２次元コード読み取
り機能を掲載してい
る携帯電話でご利用
いただけます。
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川添　ホタルを観る夕べ

まつやま　ほたる舞う里

　
「
日
本
疏
水
百
選
」に
認
定
さ
れ
て
い
る
川
添
地
区
一
帯
の
疏
水（
桶
寄
川
〜
熊
野

湧
水
）に
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
や
原
風
景
を
、地
域
の
宝
も
の
と
し
て
多
く
の
人
々
に

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、５
月
27
日（
土
）に
竹
中
池
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て

『
川
添
ホ
タ
ル
を
観
る
夕
べ
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
竹
中
池
プ
ー
ル
に
放
さ
れ
た
マ
ス
の
つ
か
み

取
り
が
行
わ
れ
、素
早
く
逃
げ
る
３
０
０
匹
の
マ
ス
を
集

ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
一
斉
に
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、ホ
タ
ル
が
乱
舞
す
る
時
間
ま
で
の
時
間
帯

に
特
産
品
の
ふ
る
ま
い
や
地
元
出
身
で
本
町
の
観
光
大

使
で
あ
る
古
川
玲
子
さ
ん（
さ
つ
ま
っ
娘
）、吉
松
小
学

校
金
管
バ
ン
ド
及
び
吉
松
中
学
校
マ
ン
ド
リ
ン
部
の
演

奏
な
ど
が
行
わ
れ
、郷
土
を
テ
ー
マ
に
し
た
歌
声
や
優

し
い
音
色
に
会
場
は
幻
想

的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

午
後
８
時
頃
に
な
る
と

ホ
タ
ル
が
飛
び
始
め
、会
場

周
辺
の
約
２
㎞
に
わ
た
り

設
置
さ
れ
た
竹
灯
篭
に
よ

る
散
策
コ
ー
ス
に
お
い
て
、

観
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
来
ら
れ
た

大
勢
の
方
々
は
静
か
な
せ

せ
ら
ぎ
の
音
を
聞
き
な
が

ら
、飛
び
交
う
ホ
タ
ル
に
感

動
の
歓
声
を
上
げ
、思
い
思

い
の
時
間
を
楽
し
ん
で
い

る
様
子
で
し
た
。

　
下
川
西
地
区
公
民
館
主
催
に
よ
る「
ま

つ
や
ま　
ほ
た
る
舞
う
里
」が
、６
月
２

日（
金
）、３
日（
土
）に
松
山
自
治
会
内
の

小
山
田
川
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、集
落
内
の
里
道
に

は
、竹
灯
篭
が
置
か
れ
、竹
林
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
た
幻
想
的
な
光
景
に
む
か
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
の
住
む
集
落
に
誇
り
を
持

ち
、昔
懐
か
し
い
雰
囲
気
の
な
か
で
地
域

に
生
息
す
る
ホ
タ
ル
を
守
る
取
り
組
み

を
通
じ
て
、里
山
の
す
ば
ら
し
さ
を
多
く

の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
い
、集
落
を
訪
れ

る
多
く
の
方
々
と
感
動
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
主
旨
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
小
山
田
川
支
流
周
辺
で
は
、５
月
下
旬

か
ら
ホ
タ
ル
が
飛
び
始
め
、風
が
弱
く
、

月
明
か
り
の
な
い
日
は
、多
く
の
ホ
タ

ル
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。当
日
は
、

ホ
タ
ル
観
賞
に
良
い
条
件
が
揃
っ
た
こ

と
か
ら
、カ
メ
ラ
を
持
参
さ
れ
た
方
も
多

く
、ホ
タ
ル
が
飛
び
交
い
、黄
色
い
蛍
光

色
の
軌
跡
を
カ
メ
ラ
に
焼
き
付
け
て
い

る
様
子
で
し
た
。ま
た
会
場
で
は
特
製
豚

汁
や
焼
酎
な
ど
の
振
る
舞
い
の
お
も
て

な
し
が
行
わ
れ
、町
内
外
よ
り
大
勢
の
家

族
連
れ
や
友
人
同
士
の
来
場
者
で
夜
遅

く
ま
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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湧水百景カレンダー カレンダー掲載写真募集！

あなたの写真が
　カレンダーに！

　霧島山麓湧水町観光協会では，平成30年「湧水
百景カレンダー」の作成にあたり，写真を募集し
ております。選ばれた方々には，同カレンダーを
贈呈いたします。ふるってご応募ください。

■　応募規格
・ 湧水町内で撮られた写真であれば，特に，サイ
ズ，撮影時期は問いません。
プリント，データ可

・ 選ばれた写真につきましては，カレンダー及び
その他の印刷物，WEB等のPR用として使用さ
せていただきます。

・ 詳しくは，下記までお問い合わせください。

■　募集期限　平成２９年７月１１日（火）まで

■　応募・問合せ先
　　霧島山麓湧水町観光協会
　　（JR栗野駅舎内　７４－５６９０）

◎納税に関する相談は，湧水町役場税務課　管理収納係　74-3111（内線2143）

　平成２９年度税制改正により，低所得者に対す
る国民健康保険税の軽減判定所得の見直しが右表
のとおり行われました。

軽減判定所得
（改正前）

軽減判定所得
（改正後）

７割軽減基準額 基礎控除額　
３３万円

基礎控除額　
３３万円

５割軽減基準額 33万円＋ 26.5 万円
× ( 被保険者数 )

３３万円＋２７万円
× (被保険者数 )

２割軽減基準額 ３３万円＋４８万円
× (被保険者数 )

３３万円＋４９万円
× (被保険者数 )

自主納税と町税の滞納

国民健康保険税の軽減
判定所得について

　納税は，納税者自身が，自主的に期限内に申告・納税をする自主納税が最も望ましいあり方です。自主
納税によって税金の意識ばかりでなく，自らの町民，県民，国民としての意識向上に貢献すると考えられ
ます。本町では，自主納税の推進に努めています。

　納税は国民の三大義務の一つです。滞納となっている税金を放置しておくことは，納期内にきちんと納
付していただいている大多数の善良な納税義務者との公平性を欠くことになります。また，滞納が多くな
ることは，町の財政を圧迫し，住民サービスに支障をきたすことにもなりかねません。
　納期限内に納付されない方には，督促状等により自主納付を促していますが，それでも納付されない方
には，国税徴収法や地方税法に基づき，滞納処分として財産調査を行い，財産を発見し次第，差し押さえ
を執行することになりますので，納期限内の納付をお願いします。

平成 28 年度は，62 件（6,778,009 円）の差し押さえを行いました。
内訳　預貯金 29 件　生命保険 11 件　給与 9件　不動産 2件　その他 11 件

●自主納税の推進

●税金を納めないとどうなるの？

●滞納処分
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　本町で活動を行っているグリーン・ツーリズム湧
水（上水流達郎会長）は，5月11日に岡山県の中学生
（35名）と5月19日に大阪府の中学生（37名）の2校の
修学旅行生の農家民泊体験の受け入れを行いました。
　生徒の皆さんは，民泊受入先で慣れない農作業や鹿
児島の郷土料理づくり体験をしたり，受け入れ家庭の
方の案内で丸池公園や霧島アートの森などへ見学を行
うなど1泊2日の湧水町生活を満喫していました。

農家民泊受入家庭募集中！！
● 農家民泊の受け入れ家庭を募集しています。民泊体験

の中で，いきいきとした表情をする子供たちを受け入
れるのはとてもやりがいを感じます。

● 農作業体験等は，他の会員と一緒に体験を行うことも
できます。

● 農家民泊の受け入れは，春と秋に数回開催されるの
で，受入可能な時だけの受け入れも可能です。少しで
も興味のある方は，お問い合わせください。

　問合せ先　湧水町役場　農林課　農村振興係
  　                   ☎ 74－3111（内線2235）

＊ 第１回姶良伊佐支部 女性消防操法大会 ＊
　女性消防隊の消防技術の向上と士気の高揚を図り，地域における消防活動の充実に寄与することを目的と
した，平成 29 年度鹿児島県消防協会姶良伊佐支部第 1回女性消防操法大会「軽可搬ポンプ操法」が 5月 21
日（日）に，霧島市消防局にて開催されました。
　火災の消火活動を想定して，消防ポンプからホースを延長して標的に放水し，標的を倒すまでの競技を行
い，消火までの安全性，迅速性及び確実性を競うもので，姶良伊佐支部より４市町が参加，本町消防団から
本部付女性部が参加し，消火活動における規律の迅速性・確実性を競い合いました。
　多くの観客の中で開催された本大会において，惜しくも優勝は成りませんでしたが，堂々と正確で機敏な
動作に来場者からおおきな拍手と歓声が上がりました。

優勝 伊
佐市

準優勝
 姶良市

ようこそ湧水町へ！
～農家民泊体験～
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「ぼくとわた
しのお話の時間」

　5月18日（木）の午後3時から，吉松地域の読み聞かせサークル「とまと」と，くりの図書館主催でお
はなし会をよしまつふれあいの家で実施しました。
　おはなし会では，吉松地域の児童，園児たちとその保護者計20名ほどの方々が来場していただきまし
た。この日は，吉松地域に伝わる民話をもとに新しく制作された紙芝居のお披露目も行われました。
　手作りの紙芝居は二作品あり，一つ目は「魚

う お の ご え

野越」という阿波溪谷に関する民話（吉松郷土史より）
と，二つ目は，湧水町教育委員会・生涯学習課が制作した「クマの恩返し～阿波のはなし～」という紙芝
居で，児童・園児・保護者の方々からとても好評で大変楽しんでもらうことができました。
　今回の手作り紙芝居については，町内の学校や園，図書館へ寄贈されました。（左下の写真の2作品）
図書館に寄贈された分は一般の方への貸し出しもできます。ぜひ，ご利用下さい。

古里を思う−彫刻家  黒蕨壮  彫刻展を鑑賞−

　G.W（ゴールデンウィーク）の５月４日（木）みどりの日に名古屋市の西側に位置する清須市はるひ美術館
を訪ねました。同館で 4月 8日（土）より開催中の「黒蕨壮彫刻展」鑑賞のためです。
　黒蕨氏は湧水町の「ふるさと観光大使」を務めて頂いている方で，秋のビッグイベント「高原フェスタ彫刻
造形展」チェーンソーアートの講師でもあります。
　帰省の折に眼にした作品群は，どれも丸太をダイナミックに削った大がかりなものばかりでした。
　缶ビール，ジーンズや，段ボール・服のシワ等，「本当に木なの？」と思わず触って確認したくなるほどでした。　
　今回，展示作品を拝見して，その繊細さに驚かされました。
　この日は，午後 2時からアーティスト・トークも予定されていました。
　50 名程の参加者を前に，トークも絶好調で先生が彫刻をはじめられた経緯や平櫛田中賞など，数々の栄誉に
輝かれた時の様子など，笑いを誘いながらのお話を間近で拝聴できてとても幸せでした。
　途中で全員に「湧水町ふるさと観光大使」の名刺を渡しながら「水が豊富でお米がおいしく人々が優しい素
晴らしい町です」と，私の古里をしっかりPRして下さいました。
　1年ぶりに先生にお逢いして，直接お祝いの気持ちを伝えることができ，目に耳に何とも心地良い一日でした。　

左：北方宮下出身　新美　幸子氏　右：黒蕨　壮氏

上段：「クマの恩返し〜阿波のはな
し〜」下段：「魚

うおのごえ

野越」



広報 ゆうすい　12

このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2216）ゆうすいの話題

5
9 長寿を祝う

祝１００歳
　

５
月
に
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
下

橋
キ
ワ
さ
ん（
グ
リ
ー
ン
光
芳
）を
訪
問
い
た
し

ま
し
た
。下
橋
さ
ん
は
大
正
６
年
５
月
９
日
南

家
の
次
女
と
し
て
、旧
栗
野
町（
御
前
野
）に
誕

生
さ
れ
ま
し
た
。23
歳
の
時
に
ご
結
婚
さ
れ
７

人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。面
倒
見
の
良

い
キ
ワ
さ
ん
は
、「
お
キ
ワ
さ
ん
」の
愛
称
で
呼

ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
お
元

気
で
、さ
ら
に
長
寿
を
重
ね
ら
れ
る
こ
と
を
ご

祈
念
い
た
し
ま
す
。

5
25 あいら農業協同組合農業貢献表彰

　

霧
島
市
溝
辺
町
で
開
催
さ
れ
た
、第
25
回
あ

い
ら
農
業
協
同
組
合
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、

綾
織
伸
一
氏（
長
谷
地
区
在
住
）が
地
域
畜
産
振

興
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、米
満
重
満
氏（
上
場
地
区
在
住
）が
町

長
在
任
中
農
業
所
得
の
増
大
と
農
業
生
産
拡
大

に
多
大
な
尽
力
を
さ
れ
た
こ
と
か
ら
特
別
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

5
2 教育訓練を終えて

表敬訪問
　

本
年
３
月
に
自
衛
隊
新
入
隊
者
壮
行
会
で
激

励
し
た
幸
田
地
区
出
身
の
竹
下
利
生
さ
ん（
写

真
右
）と
東
中
下
場
地
区
出
身
の
山
下
峻
平
さ

ん（
写
真
左
）が
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
任
給
の
一
部
を
町
の
社
会
福
祉
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。厳
し
い
訓
練
に
も
慣
れ
た
様
子
で
、数

か
月
の
間
に
肉
体
的
・
精
神
的
に
も
見
違
え
る

様
に
成
長
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

5
25 たばこ乾燥施設ボイラー点火！

　

今
年
度
も
町
内
の
葉
た
ば
こ
の
収
穫
が
始
ま

り
、北
方
た
ば
こ
共
同
乾
燥
場
で
、葉
の
乾
燥
を

始
め
る
火
入
れ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
葉
た
ば
こ
が
詰
め
ら
れ
た
乾
燥

機
の
ボ
イ
ラ
ー
の
点
火
を
町
長
が
行
い
、収
穫

開
始
を
祝
い
ま
し
た
。乾
燥
に
入
れ
た
葉
た
ば

こ
は
1
週
間
40
℃
〜
68
℃
で
乾
燥
さ
れ
、乾
燥

後
に
は
、概
ね
1
割
の
重
量
と
な
り
ま
す
。

4
29 長谷緑の少年団県知事表彰

　

県
民
の
森
で
開
催
さ
れ
た
、平
成
29
年
度
み
ど
り
の

感
謝
祭
に
お
い
て
、長
谷
緑
の
少
年
団
が
県
知
事
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
緑
の
少
年
団
は
、昭
和
58
年
に
結
成
さ
れ
、地
区

小
学
生
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、現
在
団
員
10
名
と
少
な

い
人
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、育
成
会
の
指
導
の
下
、結
成

当
時
よ
り
管
理
を
行
っ
て
い
る「
少
年
団
の
山
」20
ａ
の

造
成
、手
入
れ
、地
区
行
事
、県
主
催
等
行
事
へ
の
参
加

も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。そ
う
し
た
活
動
が
認

め
ら
れ
、林
業
振
興
の
発
展
、活
性
化
に
尽
力
し
て
き
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
、今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

5
16 アユの稚魚川内川へ放流

　

川
内
川
上
流
漁
業
協
同
組
合
栗
野
・
吉
松
支

部
で
は
、毎
年
魚
の
繁
殖
保
護
の
た
め
、稚
魚
の

放
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
も
川
内
川（
栗
野

橋
下
・
柿
木
橋
下
）に
、そ
れ
ぞ
れ
ア
ユ
の
稚
魚

約
30
㎏
を
放
流
し
ま
し
た
。県
内
で
は
ア
ユ
の

稚
魚
が
調
達
で
き
ず
、福
岡
の
漁
協
よ
り
取
り

寄
せ
ま
し
た
。

　

川
内
川
で
釣
り
を
楽
し
む
際
は
、鑑
札
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、川
内
川
上
流

漁
業
協
同
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
　
　

☎
０
９
９
５
‐
２
２
‐
１
２
１
９
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開 催 日　毎週土曜日
開催時間　午後２時００分～午後４時００分
開催場所　栗野中央公民館
連 絡 先　栗野中央公民館　
　　　　　℡ ７４ ︲ ４３１３

中央公民館作品展示の案内

栗 野 湧水短歌・泉短歌教室 ６月12日～7月10日

吉 松 栗野書道教室 ６月12日～7月10日

栗野太極拳教室

　
短
　
　
歌

毛
筆
は
母
が
書
く
も
の
と
決
め
て
い
る
娘
よ
我
に
も
稚
お
さ
な
き
日
あ
り
き
に　
　
　
　
　
　

冨
山　
　

泰

桜
桃
一
度
に
満
開
ウ
グ
イ
ス
は
回
ら
ぬ
舌
を
頻し
き

り
に
聞
か
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

吾
が
視
野
の
端
を
何
か
が
か
す
め
た
り
鷺さ
ぎ

の
降
り
立
つ
田
之
神
の
前　
　
　
　
　
　
　

坂
元　

美
子

時と

き期
を
待
つ
夏
の
入
口
動
き
出
す
新
芽
の
個
性
顔
だ
す
魚
野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

稚い
と

け
し
や
つ
ぼ
み
の
先
に
紅
さ
し
て
初
花
咲
け
り
ア
ー
モ
ン
ド
の
花　
　
　
　
　
　
　

榎
木
志
津
代

「
い
つ
の
間
に
」
「
捜
し
て
た
の
よ
」
と
呟
つ
ぶ
や
き
て
手
の
中
の
カ
ギ
ま
じ
ま
じ
と
見
る　

木
場　

千
恵

押
し
車
押
し
て
日
課
の
散
歩
す
る
味
噌
汁
の
具
の
竹
の
子
捥
ぎ
つ
つ　
　
　
　
　
　
　

抜
水
ふ
く
代

雨
上
り
緑
の
映
え
て
清
々
し
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
の
風
に
乗
り
来
る　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中
セ
ツ
子

昼
暗
き
竹
山
に
入
り
枯
笹
に
ピ
ン
ク
に
萌
え
る
筍
を
掘
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鬼
塚　

文
雄

血
筋
と
は
似
通
う
も
の
か
髪
ゆ
ら
し
息
を
切
ら
し
て
姪
の
駆
け
来
る　
　
　
　
　
　
　

原
口　

信
子

五
月
に
入
り
花
の
咲
き
た
る
声
き
ゝ
て
心
走
れ
ど
足
は
進
ま
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

入
院
し
は
や
半
月
が
経
ち
ま
し
た
晴
天
の
朝
は
生
水
お
い
し
い　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保　

隆
雄

叢く
さ
む
らに
キ
ラ
リ
と
小
さ
き
朝
の
露
に
高
鳴
る
鼓
動
亡
娘
に
遭
え
そ
う
な　
　
　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

一
枚
の
葉
書
に
三
十
八
年
間
教
鞭
執
り
し
重
さ
乗
り
来
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
三
四
五

そ
れ
ぞ
れ
の
色
彩
見
せ
つ
競
い
咲
く
雑
草
な
れ
ど
空
地
賑
わ
い　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
と
し
子

　
川
　
　
柳

よ
そ
行
き
の
皿
言
葉
花
母
の
日
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

雑
草
に
食
わ
れ
可
憐
な
芝
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
田
シ
ゲ
子

五さ
み
だ
れ

月
雨
よ
早
く
き
て
ね
と
蛙
な
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村　

住
義

欲
望
の
名
の
電
車
に
揺
ら
れ
下
車
知
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

芳
子

に
ぎ
や
か
に
雨
と
の
合
唱
ゲ
ロ
ゲ
ロ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

節
子

　
俳
　
　
句

藤
ほ
こ
る
褪あ

せ
ぬ
姉
妹
に
京
の
舞
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

夕ゆ
う
な
ぎ凪
に
一
条
の
糸
小
舟
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋　

雪
白

花
び
ら
に
触
れ
し
腕
立
て
伏
せ
の
鼻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

　
薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

雨あ

め天
ん
日
な
古
着
ゅ
持
っ
出で

っ
修こ
そ
く繕

い
し　
　

             　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
（
唱
）
昔む
か

し
ゃ
和ふ
服
く
縫
た
器じ

く用
な
指ゆ

っ先
じ
ゃ
ろ

そ
け
来
た
ど
蠅へ

っ

ぼ
打
棒
を
持
て
ば
飛つ

っ
逃
げ
っ　

                    　
　
　
　
　
　
　

 

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
蠅へ

が
複め
眼
い
す
れ
ば
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン

「
ま
だ
夜
中
！
」
ア
メ
リ
カ
旅り
ょ
こ行
ん
曾ま

ご孫
が
言ゆ

っ　

     　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）
今き

ゅ日
飛つ

っ
じ
た
こ
て
昨き
日
ぬ
着ち

た
げ
な
で

・
こ
の
﹁
ゆ
う
す
い
文
芸
﹂
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、
毎
月
20
日
ま

で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
読
み
づ
ら
い
熟
語
等
に
は
読
み
仮
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

活動内容
・太極拳を通して，健康な身体作りを目指します。
・流れるような動きで，ゆっくりと体を動かすことにより，足腰が鍛
えられ，技を覚えなければ演舞ができないので，認知症予防にも効
果があると言われております。一緒に学びませんか！

①連功十八法（準備体操） ②簡化二十四式太極拳

⑤
四
十
六
式
太
極
拳
扇

③
太
極
功
夫
扇

２
０
０
３
年
北
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
誘
致

の
為
に
作
ら
れ
た

④
三
十
二
式
太
極
剣



　５月５日こどもの日は祝日開館し，職員に
よるおはなし会を行いました。約２０名の親
子が参加してくださり，季節のパネルシア
ターや大きな絵本などをみんなで楽しみまし
た。折り紙でつくったカブトも大好評でした。

こどもの日おはなし会
を行いました！
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開館時間：午前１０時～午後６時　　　　　　　　　
休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　 年末年始（１２/ ２９～１/ ３），特別館内整理期間　　
問合せ先：くりの図書館　TEL ７４－１８２１

海の日・文化の日もおはなし会があります！

くりの図書館に来てね！

『重曹で家中スッキリ！』
ナチュラル重曹生活研究会 / 著　PHP
　頭を悩ませがちな梅雨のお掃除。
環境や肌に優しいといわれている重曹
を使ってスッキリしませんか？子ども
やペットがいるご家庭にもおすすめで
す。

『子どもと楽しむ暮らしの教科書』
枻出版社

　おうちで過ごす時間が長くなる時
期だからこそ，インテリア等にこだ
わってみませんか？ＤＩＹや模様替
えで，おうち時間を楽しみましょう。

『雨ふる本屋』
日向理恵子 / 作　吉田尚令 / 絵　童心社
　雨降りの日の図書館，ルウ子はカタ
ツムリを追いかけて，ふしぎな場所に
たどり着きます。雨の日にぴったりの
心あたたまるファンタジー。

梅雨に読みたい
おすすめの３冊

平成 28年度
図書館の実績報告

　平成 28 年度もたくさんのご利用ありがとうございま
した。今年度も，作家講演会や原画展など，様々なイベ
ントを開催する予定です。ぜひ足をお運びください。
　図書館では，読みたい本がない場合は新たに購入した
り，県内他の図書館から取り寄せて提供
する「リクエスト」というサービスもあ
ります。詳しくは図書館カウンターにて
おたずねください。

○貸出点数（１年間で貸出した資料）
　124,287 点　[平成 27年度　134,019 点 ]

○町民一人あたり貸出点数（貸出点数÷人口）
　12.83 点　[平成 27年度　13.51 点 ]

○調査相談業務件数（調べもの相談などを行った回数）
　895 件　[読書相談や郷土研究，課題解決など ]

○蔵書数（図書館にある資料の数）　115,799 点

○登録者数（くりの図書館のカードを持っている方）
　合計 12,200 人　うち町内 6,096 人
　(町人口 9,689 人中　登録率　約 63％ )

内訳 　一般図書（大人向けの本）　　　　76,099 冊
　　　児童図書（子ども向けの本）　　　36,627 冊
　　　視聴覚（DVD・CD等）　　　　　　2,257 点
　　　雑 誌（67誌）　　　　　　　 　   　 816 冊
　　　　　　　　　合　計　　　　　　115,799 点

町内地区別
登録率



　
　
　
　
　

期
日
：
４
月
29
日
～
30
日

　
　
　
　
　

場
所
：
人
吉
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス

︻
個
人
戦
︼

▼
中
学
一
年
女
子
の
部

　

優　

勝　

有
田　

こ
こ
ろ
（
吉
松
中
）

▼
中
学
一
年
男
子
の
部

　

第
３
位　

宮
田　

琉
之
介
（
吉
松
中
）

　
　
　
　
　

期
日
：
５
月
３
日

　
　
　
　
　

場
所
：
郡
山
総
合
運
動
場

　

準
優
勝　

幸
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
３
位　

吉
松
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

期
日
：
５
月
４
日

　
　
　
　
　

場
所
：
み
や
ま
の
森

　

第
３
位　

幸
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

期
日
：
５
月
７
日

　
　
　
　
　

場
所
：
日
置
市
東
市
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
運
動
公
園

　

第
３
位　

吉
松
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　　
　
　
　
　

期
日
：
４
月
29
日

　
　
　
　
　

場
所
：
小
林
市
須
木
地
区
体
育
館

︻
団
体
戦
︼

▼
小
学
５
・
６
年
女
子
の
部

　

準
優
勝　

勝
栗
道
場

　
　
　
　
　

久
木
崎
ゆ
い
の（
轟　

小
５
年
）

　
　
　
　
　

宮
園　

留
梨
子（
栗
野
小
３
年
）

　
　
　
　
　

福
永　

椿　
　
（
栗
野
小
５
年
）

▼
中
学
男
子
の
部

　

優　

勝　

栗
野
中
学
校
Ａ

　
　
　
　
　

前
田　

貫
太
（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　
　
　

畠
中　

健
多
（
栗
野
中
２
年
）

　
　
　
　
　

久
木
崎
武
尊
（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　
　
　

石
本　

柊
平
（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　
　
　

大
田　

一
心
（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　
　
　

期
日
：
５
月
14
日

　
　
　
　
　

場
所
：
い
ち
き
串
木
野
市

　
　
　
　
　
　
　

総
合
体
育
館

︻
団
体
戦
︼

▼
男
子
の
部

　

準
優
勝　

栗
野
中
学
校

　
　
　
　
　

前
田　

貫
太
（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　
　
　

畠
中　

健
多
（
栗
野
中
２
年
）

　
　
　
　
　

久
木
崎
武
尊
（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　
　
　

石
本　

柊
平
（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　
　
　

大
田　

一
心
（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　
　
　

期
日
：
５
月
21
日

　
　
　
　
　

場
所
：
出
水
市
高
尾
野
体
育
館

▼
小
学
女
子
の
部

　

準
優
勝　

勝
栗
道
場
Ａ

　
　
　
　
　
田
原　

愛
菜　
（
轟　

小
６
年
）

　
　
　
　
　

今
川　

愛
加
吏（
幸
田
小
６
年
）

　
　
　
　
　

内
村　

伊
織　
（
栗
野
小
６
年
）

▼
中
学
女
子
の
部

　

優　

勝　

栗
野
中
学
校
Ａ

　
　
　
　
　

東　

若
菜　

（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　
　
　

宮
園　

理
紗
子（
栗
野
中
２
年
）

　
　
　
　
　

池
田　

凜　

（
栗
野
中
３
年
）

▼
中
学
男
子
の
部

　

第
３
位　

栗
野
中
学
校
Ａ

　
　
　
　
　

前
田　

貫
太
（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　
　
　

畠
中　

健
多
（
栗
野
中
２
年
）

　
　
　
　
　

久
木
崎
武
尊
（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　
　
　

石
本　

柊
平
（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　
　
　

大
田　

一
心
（
栗
野
中
３
年
）

　
　
　
　
　

期
日
：
４
月
２
日

　
　
　
　
　

場
所
：
熊
本
県
天
草
市

▼
小
学
４
年
男
子
形
の
部

　

第
１
位　

柿
木　

史
翔
（
吉
松
小
）

▼
小
学
２
年
男
子
組
手
の
部

　

敢
闘
賞
（
ベ
ス
ト
８
）

　
　
　
　
　

野
口　

太
雅
（
吉
松
小
）

▼
小
学
４
年
男
子
組
手
の
部

　

第
１
位　

柿
木　

史
翔
（
吉
松
小
）　

　
　
　
　
　

期
日
：
５
月
３
日
～
４
日

　
　
　
　
　

場
所
：
鹿
児
島
市

︻
形
の
部
︼

▼
小
学
２
年
男
子

　

優
秀
賞
（
ベ
ス
ト
８
）

　
　
　
　
　

野
口　

太
雅
（
吉
松
小
）

▼
小
学
４
年
男
子

　

第
１
位　

柿
木　

史
翔
（
吉
松
小
）

︻
組
手
の
部
︼

▼
小
学
２
年
男
子

　

第
２
位　

今
岡
唯
深
絆
（
幸
田
小
）

　

第
３
位　

野
口　

太
雅
（
吉
松
小
）

▼
小
学
３
年
男
子

　

優
秀
賞
（
ベ
ス
ト
８
）

　
　
　
　
　

池
田　

圭
孝
（
栗
野
小
）

▼
小
学
４
年
男
子

　

第
１
位　

柿
木　

史
翔
（
吉
松
小
）

▼
小
学
４
年
女
子

　

第
３
位　

村
岡
こ
こ
み
（
吉
松
小
）

　

優
秀
賞
（
ベ
ス
ト
８
）

　
　
　
　
　

野
口　

藍
加
（
吉
松
小
）

▼
中
学
３
年
女
子

　

第
３
位　

老
谷　

木
里
（
栗
野
中
）

　
　
　
　
　

期
日
：
５
月
21
日

　
　
　
　
　

場
所
：
出
水
市
高
尾
野
体
育
館

︻
個
人
戦
︼

▼
中
学
男
子
の
部

　

優　

勝　

大
田　

一
心
（
栗
野
中
３
年
）

第
10
回
お
ど
ん
な
日
本
一

全
国
少
年
剣
道
大
会

第
39
回
出
水
地
区
少
年
剣
道

錬
成
大
会

第
51
回
鹿
児
島
県
空
手
道

選
手
権
大
会
（
個
人
戦
）

第
14
回
末
野
杯
争
奪
剣
道

選
手
権
大
会

第
26
回
桜
ま
つ
り
親
善
空
手
道

選
手
権
大
会

第
15
回
読
売
旗
争
奪
ち
び
っ
こ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
15
回
鶴
丸
旗
争
奪

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
25
回
み
や
ま
牧
園
旗
争
奪

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
29
回
薫
風
杯
剣
道
大
会

平
成
29
年
度
鹿
児
島
県

中
学
校
剣
道
大
会

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）
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○
幸
田
小
学
校
は
、

人
権
の
花
運
動「
ひ
ま
わ
り
」

　
　
　
　
の
栽
培
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
は
人
権
啓
発
活
動
の
推
進
を
図

る
た
め
、「
ひ
ま
わ
り
」を
人
権
の
花
に
指
定

し
て
い
ま
す
。

　

太
陽
に
向
か
っ
て
す
く
す
く
と
伸
び
て
大

輪
の
花
を
咲
か
せ
る「
ひ
ま
わ
り
」の
よ
う

に
、一
人
ひ
と
り
が
笑
顔
で
生
き
生
き
と
幸

せ
に
生
き
る
権
利
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
願

い
、人
権
啓
発
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

幸
田
小
学
校
で
は
、本
年
度
、学
校
を「
ひ

ま
わ
り
」の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
人
権
の

花
運
動
の
実
施
校
と
し
て
、そ
の
開
会
式
が

五
月
十
二
日
、小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

○
標
語﹃
し
ら
ん
ぷ
り　

さ
み
し
く
な
る
か

ら　

ボ
ク
し
な
い
﹄

　

開
会
式
で
は
、本
運
動
を
主
催
す
る
湧
水

町
人
権
擁
護
委
員
か
ら
、実
施
校
の
プ
レ
ー

ト（
看
板
）が
手
渡
さ
れ
、児
童
ら
は「
多
く
の

花
を
育
て
た
り
、地
域
の
人
た
ち
に
花
や
種

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
す
る
こ
と
で
、幸
田

全
体
に
や
さ
し
い
気
持
ち
が
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。」と
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。

　

児
童
は
本
運
動
を
通
し
て
、人
権
尊
重
の

基
本
で
あ
る
、命
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の

心
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

学
校
に
ひ
ま
わ
り
の
大
輪
の
花
が
咲
き
誇

る
よ
う
に
、児
童
の
笑
顔
と
よ
り
豊
か
な
心

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

人  権
ひろば

Vol.7

　申し込みは，当日の申し込みの他，電話・ FAX による事前の申し込み
もできます。その際は，代表者のお名前と参加人数をお知らせください。

第195回「オリジナルのキーホルダー作り」
　コルクシートをカットした型に，ピューター（金属）を溶かして流し込
んで制作します。
日　時／平成29年8月19日（土）13 : 30 ～ 1 5 : 30 
講　師／窪 信一朗（鹿児島県立鹿屋工業高校）
定　員／20名（年齢制限はなく，どなたでも気軽に参加できます。）

前回の発見楽しみ工房
平成 29年 5月（第 194回）

NPO 法人桜島ミュージアムの久木田智美先生と一緒に，桜島
の火山灰インクを使ってトートバッグを作りました。

【問合せ先】霧島アートの森　☎ 74 － 5945

発見楽しみ工房200円

ワークショップ無 料

開催中

講師：アジ・チェン
鹿児島ゆかりのキャラク
ターの色を使って，小さ
な円を描きます。

6/10 ㊏　　6/11 ㊐
6/17 ㊏　　6/18 ㊐
6/24 ㊏

各回 14：00～
定員 20名 

スケジュール
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国
保
だ
よ
り

問合せ先 保健衛生課（栗野庁舎）　　TEL：74－3111（内線2123）
住民福祉課（吉松庁舎）　　TEL：75－2111（内線3113）

特定健診を受けたみなさまへ

　特定（長寿）健診の結果について 6月 26 日（月）～ 30 日（金）に『結果報告会』を開催
します。健診結果の見方の分かりやすい説明や保健師等による健康相談も実施します。受診
者の皆さまは，ぜひご参加下さい。（日程等の案内は健診受診時に，チラシを配布いたしま
した。）

確認してみませんか？あなたの検査数値 特定保健指導を受けて生活習慣改善を！

 健康な未来は、健診結果の活用から！

　検査結果で悪化している項目があれば，早めの
生活習慣改善をお勧めします。
　すでに治療中の方は主治医の指示に従い，重症
化予防のための生活習慣改善をお願いいたしま
す。

　特定健診の主な目的は生活習慣病のリスクを調
べ，深刻な病気の発症を食い止めることです。
　検査結果や喫煙歴などから，生活習慣病の発症リ
スクの高い人は特定保健指導の対象者となります。　
　生活習慣の改善について保健師や管理栄養士が
支援します。費用は無料です。

保険証更新のお知らせ国 民 健 康 保 険
後期高齢者医療　

　国民健康保険証，後期高齢者医療保険証は，毎年８月１日から翌年７月３１日まで 1年
間の有効期限となっております。
　そこで８月１日から使用される保険証は７月中旬以降に郵送いたします。
　国民健康保険の保険証は世帯主様宛てに，後期高齢者医療の保険証は被保険者それぞれ
に郵送となります。（短期被保険者証世帯は役場窓口での更新となります。）

【確認・注意事項】
●保険証が届きましたら，記載事項を確認のうえ，台紙からはがして，８月１日以降に使
用してください。
●有効期限切れの保険証は，栗野庁舎保健衛生課・吉松庁舎住民福祉課へ返却されるよう
お願いいたします。
●他保険への加入や住所変更等があり，届出がお済でない方は，必ず役場で手続きをして
ください。
●限度額適用認定証等（入院時に必要）は，８月１日以降窓口交付となります。
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　みなさん，お元気ですか？私は１学期をとても楽しく過ごせています。４月
に進学した学生のみなさんの成長を見て教師としてとても嬉しく思っていま
す。私は今年の夏「日本語能力試験」に挑戦することにしました。日本語能力試
験は，日本語を母語としない人の日本語能力を測定し認定する試験で，今回は初級の試験を受けます。
　そして，そのための勉強を兼ねて書道を始めました。日本語の読み書きが少しでも上手くなるように，休日な
ど時間に余裕があるときに３０分程度書いています。書道を通して，実践的かつ芸術的な形で漢字の書き方を練
習することで，難しい漢字が覚えやすくなったように思います。最近は伝統的な日本料理店でよく見る木工の看
板のような作品を作ってみようと思い，自分が作った木工品に書いてみました。
　初めて作った看板には私の好きな言葉，米国海軍のモットーである「名誉，勇気，忠誠心。」を書きました。我な
がら美しい完成品にとても満足しています。
　アメリカのような西洋の国には，書道のような芸術はほとんどありません。活版印刷機が発明されて以降，複
雑で芸術的な字体よりも，読みやすくて活版が作りやすい字体が好まれているからだと思います。
　しかし，そのような歴史の流れの中でも書道は，西洋の国々にも人気があり，形と媒体が違いますがグラ
フィックデザイン，広告や刺青など多くの場面で使われています。
　それではみなさん，次回までお元気で。

書道について

湧水町国際交流協会とは？
　湧水町国際交流協会では毎年「ビストロ交流会」や「ブーメラン体験教室」など様々な国際交流イベントを行っております
が，そのどれもが外国の文化に触れ，実際に外国人と交流する貴重な機会だと思います。イベントの企画に携わっている私
も，いい思い出をたくさん作れ，世界をもっと広く知ることができました。きっと主催者である湧水町国際交流協会がなけれ
ばなかなか出来ない体験でしょう。湧水町国際交流協会は，イベント主催の他にも，海外ホームステイをされる町民のサポー
トや被災した国の支援など，さまざまな国際交流活動を行っています。今回はより多くの方に湧水町国際交流協会の活動を
知っていただくために平成28年度行ったイベントをいくつか紹介したいと思います。
『南アフリカ料理教室』
開催日時：平成28年8月27日　開催場所：栗野中央公民館　対象者：町民
　南九州市ＡＬＴのニコール・エラーズさんに出身国の南アフリカの食文化を紹介していただき，カレー風味のライスサラ
ダやペリペリチキン（ピリ辛のバーベキューチキン）の作り方を教えていただきました。
『ブーメラン体験教室』
開催日時：平成28年9月24日　開催場所：吉松体育館　対象者：町民
　老谷家具店の老谷浩二さんを講師に招き，ブーメランの作り方と投げ方を教えて頂きました。また，ブーメランとオースト
ラリアの原住民の繋がりについて学び，その伝統的な美術「ドット絵」と触れる体験を行いました。
『クリスマスパーティー』
開催日時：平成28年12月17日　開催場所：栗野中央公民館　対象者：町内小学校1・2年生
　ツリーの飾り付け，クラフト作りやゲームを通してクリスマスの過ごし方と意味に触れました。最後はサンタクロースが
遊びに来られ，参加者たちにプレゼントを配っていました。
『第19回ビストロ交流会』
開催日時：平成29年2月18日　開催場所：栗野中央公民館　対象者：町内外の方
　毎年恒例のビストロ交流会は，旧栗野町の頃から始まり，県内に在留している外国人に作っていただいたそれぞれの国の
料理を試食するイベントです。国際的なテーマのパフォーマンスや参加国について問題を出題するクイズ大会（賞品付き）も
行い，外国の方と交流しながら，他国のことを楽しく学べる時間になっています。第19回ビストロ交流会では9ヶ国の料理を
試食し，約130名の方に参加していただきました。
　湧水町国際交流協会は，随時会員を募集しております。年会費は1000円になりますが，会員の方はすべて
のイベントに無料で参加していただけます。また，協会の活動について報告する広報紙「シェイクハンズ」を
年に2回お届けいたします。国際交流に興味のある方はぜひご入会ください。

　　

書道について
トマスの湧水記

湧水町国際交流協会とは？湧水町国際交流協会とは？
ジョシュア・リオンの国際交流日記ジョシュア・リオンの国際交流日記ジョシュア・リオンの国際交流日記

　入会・問合せ先　湧水町国際交流協会　事務局（役場企画課）TEL: 74-3111 
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平
成
29
年
度
県
政
ア
ン
ケ
ー
ト

モ
ニ
タ
ー
募
集

▼
趣
旨

　

地
域
に
お
け
る
施
策
の
浸
透
状
況

や
問
題
の
所
在
を
把
握
し
、県
政
に

対
す
る
県
民
の
声
を
幅
広
く
聴
き
、

今
後
の
県
政
の
円
滑
な
推
進
に
反
映

す
る
た
め
、ア
ン
ケ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
務

　

県
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
回
答
す
る
こ
と
。

▼
任
期

　

平
成
29
年
９
月
１
日
～

　

平
成
31
年
８
月
31
日（
２
年
間
）

▼
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
の
県
内
居
住
者
で
、県

政
に
関
心
を
持
ち
、そ
の
推
進
・
向
上

に
協
力
い
た
だ
け
る
方
。

　

た
だ
し
、次
の
各
号
に
該
当
す
る

方
を
除
き
ま
す
。

（
１
）国
又
は
、地
方
公
共
団
体
の
議

会
の
議
員

（
２
）常
勤
の
国
家
公
務
員
、又
は
地

方
公
務
員

（
３
）過
去
２
期（
４
年
）の
間
に
連
続　

し
て
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
た
者

▼
謝
礼
等

（
１
）モ
ニ
タ
ー
業
務
に
対
す
る
謝
礼

の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
２
）今
回
新
た
に
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ

た
方
に
は
、「
か
ご
し
ま
よ
か
と

こ
１
０
０
選
」（
海
道
の
旅
、躍

動
の
旅
、食
彩
の
旅
）及
び「
恋

す
る
鹿
児
島
」の
う
ち
い
ず
れ

か
１
巻
を
贈
呈
し
ま
す
。

（
３
）ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
の
際
、毎
回
、

県
広
報
誌
等
を
提
供
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　

県
庁
広
報
課
、県
地
域
振
興
局
本

庁
舎
・
支
庁
及
び
各
市
町
村
窓
口
等

に
備
え
付
け
の「
募
集
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
」の
ほ
か
、は
が
き
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
、必
要
事

項
を
記
入
の
上
、応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
必
要
事
項

　

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢

（
生
年
月
日
）、性
別
、職
業
、電
話
番

号
、（
お
持
ち
の
場
合
は
）Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、各
種
モ
ニ
タ
ー
経
験
の

有
無
、応
募
の
抱
負（
１
０
０
字
程

度
）

▼
募
集
期
限

　

６
月
21
日（
水
）（
当
日
消
印
有
効
）

▼
募
集
人
員

　

２
０
０
名

▼
そ
の
他

　

選
考
結
果
は
、応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　

鹿
児
島
県
広
報
課
県
民
の
声
係

☎
０
９
９

−

２
８
６

−

２
０
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９

−

２
８
６

−

２
１
１
９

kenm
in-koe@

pref.kagoshim
a.lg.jp

放
送
大
学
10
月
入
学
生
制
募
集

　

放
送
大
学
は
、平
成
29
年
度
第
2

学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
自
然
科
学
な
ど
、約
３
０
０

の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、1
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
お
り
、サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学

生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
放
送
大
学
鹿
児
島
学

習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。

　

出
願
期
間
は
、第
1
回
は
8
月
31

日
ま
で
、第
2
回
は
9
月
20
日
ま
で

で
す
。

▼
問
合
せ
先

　
放
送
大
学
か
ご
し
ま
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
８
９
２

−

８
７
９
０

鹿
児
島
市
山
下
町
14

−

50

（
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
西
棟
４
階
）

☎
０
９
９

−

２
３
９

−

３
８
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９

−

２
３
９

−

３
８
４
１

e-m
ail

：kagoshim
a46@

ouj.ac.jp

南
九
州
税
理
士
会
・

も
し
も
し
税
金
相
談
室

　

税
理
士
が
、電
話
で
税
金
に
関
す

る
相
談
に
無
料（
20
分
以
内
）に
て
応

じ
ま
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０

−

３
７
３

−

６
７
８

▼
相
談
時
間　

　

平
日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
土
日
・
祝
祭
日
、夏
季
、年
末
年
始
等

は
休
室
）

※
受
付
担
当
者
が
あ
な
た
の
お
住
ま

い
の
地
域
及
び
電
話
番
号
を
お
尋
ね

し
、お
近
く
の
税
理
士
か
ら
直
接
あ

な
た
へ
折
り
返
し
電
話
い
た
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は「
南
九
州
税
理
士
会

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
」

（http://w
w

w
.m

kzei.or.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
入
校
生
募
集

平
成
29
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

中
・
高
校
生
、一
般
を
対
象
に
木

工
・
建
築
大
工
の
体
験
入
校
生
を
募

集
し
ま
す
。

▼
日
時

　

8
月
1
日（
火
）午
前
9
時
～

午
後
12
時
30
分
ま
で

▼
申
込
期
限

　

7
月
26
日（
水
）

▼
対
象
者・募
集
人
員

　

中
学
生
・
高
校
生
・
一
般

　
（
概
ね
30
歳
ま
で
の
方
）

　

先
着
30
名

▼
参
加
費

　

無
料
で
す
が
、1
日
傷
害
保
険
の

加
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。中
・
高
校

生
は
学
校
を
通
じ
て
、事
前
に
当
校

に
確
認
の
う
え
、Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
、郵
送

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。作
業
の

で
き
る
服
装
で
上
履
き
シ
ュ
ー
ズ
持

参
、引
率
の
教
職
員
、保
護
者
の
方
も

見
学
で
き
ま
す
。申
込
書
は
県
内
の

各
中
学
・
高
等
学
校
、職
業
安
定
所
、

当
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　

鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専

門
校

〒
８
９
５

−

１
８
０
４

薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
船
木
８
８
１
番
地

☎
０
９
９
６

−

５
３

−

０
２
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
６

−

５
３

−

０
９
９
３

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
発
売
に
つ
い
て

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

１
億
円
」と「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
プ
チ

１
０
０
万
円
」が
同
時
発
売
さ
れ
ま
す
。

▼
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
当
せ
ん
金

　
（
20
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

◎
１
等　

５
億
円
×
20
本

　
　

※
前
後
賞　

各
１
億
円

◎
２
等　

１
千
万
円
×
60
本

◎
３
等　

３
千
円
×
２
百
万
本

◎
夏
祭
り
賞　

５
万
円
×
４
万
本　

ほ
か

▼
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
当
せ
ん
金

　
（
９
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

◎
１
等　

１
億
万
円
×
45
本

◎
２
等　

１
千
万
円
×
２
７
０
本

◎
３
等　

10
万
円
×
９
千
本　

ほ
か

▼
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
プ
チ
当
せ
ん
金

　
（
５
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

◎
１
等　

百
万
円
×
５
千
本

◎
２
等　

１
万
円
×
５
万
本　

ほ
か

▼
発
売
期
間

　

７
月
18
日(

火)

～
８
月
10
日(

木)

▼
抽
選
日

　

８
月
20(

日)

▼
支
払
開
始
日　

　

８
月
25(

金)

Infomation

　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。
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6/16 金 資源ごみ収集日（川西地区） 7/1 土

6/17 土 7/2 日

6/18 日 　　おはなしの森（10：30 ～）お話コーナー 7/3 月 　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　休館日

6/19 月
　　休館日
　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）

7/4 火 資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

6/20 火 資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区） 7/5 水

6/21 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 7/6 木

6/22 木
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（９：30 ～ 11：00）
　　休館（館内整理日）

7/7 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（川西地区）

6/23 金 資源ごみ収集日（川東地区） 7/8 土

6/24 土 7/9 日

6/25 日 7/10 月
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍聴でき
ます。（一部非公開の場合もあります。）
　　休館日

6/26 月 　　健診結果報告会（9：00 ～・13：30 ～）
　　休館日 7/11 火

　　心も体も元気教室　元気アップコース
（13：30 ～ 15：00）

資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・西下場地区）

6/27 火
　　心も体も元気教室　元気アップコース（13：30 ～ 15：00）
　　健診結果報告会（9：00 ～）　　　健診結果報告会（13：30 ～）
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・西下場地区）

7/12 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00）

6/28 水 　　健診結果報告会（9：00 ～・13：30 ～） 7/13 木
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（９：30 ～ 11：00）
　　ぼくとわたしのおはなしの時間（15：00 ～）

よしまつふれあいの家

6/29 木 　　健診結果報告会（9：00 ～・13：30 ～） 7/14 金 資源ごみ収集日（川東地区）

6/30 金 　　健診結果報告会（9：00 ～・13：30 ～） 7/15 土

吉中公

催し物
コーナー 水墨画作品展　（6月8日～ 7月3日）

◀
町
民
ホ
ー
ル
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7 月２日（日）
　林内科医院    　　　75-2047
　ピアノ薬局　 　　　75-4526
7 月９日（日）
　田代医院      　　　 74-2075
　アクア薬局      　　 74-1078
7 月 16日（日）
　大庭医院 　　  　　 76-1984
　寺脇薬局　　　　　 76-2008

７月 17日（日）
　春田医院          　　　76-0053

７月 23日（日）
　霧島桜が丘病院 　      78-3135
　さくらの杜薬局      　 78-8282
７月 30日（日）
　前田医院 　               74-5001

日曜・祝日在宅医（薬局）（７月）

５
月
１
日
（
月
）

・
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
利
用
者
組
合
総
会

５
月
２
日
（
火
）

・
川
内
川
上
流
漁
業
協
同
組
合
栗
野
支
部
総
会

５
月
８
日
（
月
）

・
町
和
牛
改
良
組
合
総
会

・
県
建
設
業
協
会
栗
野
支
部
長
来
庁
対
応

・
北
姶
良
森
林
組
合
と
の
意
見
交
換
会

５
月
９
日
（
火
）

・
米
永
地
区
下
橋
キ
ワ
氏
百
歳
到
達
訪
問

・
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
役
員
会

５
月
10
日
（
水
）

・
町
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会
総
会

・
県
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
実
行
委
員

会
設
立
総
会

・
県
肉
用
牛
振
興
協
議
会
定
期
総
会

５
月
11
日
（
木
）

・
農
家
民
泊
開
校
式

・
Ｓ
Ｂ
エ
ナ
ジ
ー
（株）
太
陽
光
発
電
所
現

地
視
察

・
栗
野
建
設
業
協
同
組
合
及
び
県
建
設

業
協
会
栗
野
支
部
通
常
総
会

５
月
12
日
（
金
）

・
人
権
の
花
運
動
開
会
式

・
町
保
育
連
絡
協
議
会
総
会

５
月
13
日
（
土
）

・
霧
島
山
麓
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
総
会

５
月
14
日
（
日
）

・
関
西
湧
水
会
総
会

５
月
15
日
（
月
）

・
県
鉄
道
整
備
促
進
協
議
会
監
査

・
Ｊ
Ｒ
吉
都
線
利
用
促
進
協
議
会
総
会

・
町
技
術
員
連
絡
協
議
会
総
会

５
月
16
日
（
火
）

・
町
功
労
者
別
所
郁
夫
氏
葬
儀

・
川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
理
事
会

・
川
内
川
水
防
災
意
識
社
会
再
構
築
協
議
会

・
区
長
会

・
町
消
防
団
後
援
会
総
会

５
月
17
日
（
水
）

・
第
20
回
環
霧
島
会
議

５
月
18
日
（
木
）

・
町
奨
学
生
選
考
委
員
会

・
九
州
国
道
協
会
通
常
総
会

５
月
19
日
（
金
）

・
町
更
生
保
護
女
性
会
総
会

・
農
家
民
泊
開
校
式

・
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
総
会

５
月
20
日
（
土
）

・
か
が
や
き
保
育
園
運
動
会

・
竹
中
池
湧
水
有
機
生
産
組
合
総
会

５
月
21
日
（
日
）

・
県
消
防
協
会
姶
良
・
伊
佐
支
部
女
性

消
防
操
法
大
会

・
吉
松
小
学
校
運
動
会

５
月
22
日
（
月
）

・
町
農
業
農
村
推
進
協
議
会

・
町
農
業
再
生
協
議
会

・
町
商
工
会
通
常
総
会

５
月
23
日
（
火
）

・
南
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
Ｂ
＆
Ｇ
地
域
海
洋

セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
総
会

５
月
24
日
（
水
）

・
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会

・
霧
島
支
局
管
内
戸
籍
住
民
基
本
台
帳

事
務
協
議
会
総
会

５
月
25
日
（
木
）

・
あ
い
ら
農
業
協
同
組
合
通
常
総
代
会

・
町
た
ば
こ
振
興
会
葉
た
ば
こ
火
入
れ
式

・
姶
良
・
伊
佐
地
域
森
林
・
林
業
活
性

化
セ
ン
タ
ー
監
査

・
町
選
挙
管
理
委
員
会

・
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
湧
水
定
期
総
会

５
月
26
日
（
金
）

・
建
設
作
業
班
安
全
講
習
会

　

第
4
回
議
会
臨
時
会

・
町
衛
生
普
及
会
総
会

・
霧
島
連
山
自
然
保
護
協
議
会
総
会

・
高
千
穂
河
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
総
会

５
月
27
日
（
土
）

・
Ｂ
＆
G
開
場
３
周
年
記
念
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

・
川
添
地
区
ホ
タ
ル
を
観
る
夕
べ

５
月
28
日
（
日
）

・
関
東
湧
水
会

５
月
29
日
（
月
）

・
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
会

５
月
30
日
（
火
）

・
湧
水
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

・
町
防
災
会
議

・
荒
茶
品
評
会
・
夏
茶
対
策
会

・
町
土
地
開
発
公
社
理
事
会

・
霧
島
山
麓
湧
水
町
観
光
協
会
総
会

５
月
31
日
（
水
）

・
臨
時
教
育
委
員
会

・
姶
良
地
区
医
療
協
議
会
監
査

・
第
１
回
地
域
行
政
懇
話
会

町
長
動
静
　
　
　
（
5
月
１
日
～
31
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

西に
し
の
む
ら

ノ
村　

香こ
う
た
ろ
う

太
郎　

  

高
志　
　

 

支
区
外

黒く
ろ
だ田　

明あ

す

な
日
菜　
　

  

裕
海　

 　

尾
鉢
第
２
住
宅

松ま
つ
な
か中　

椿つ
ば
き妃　
　
　

  
康
平 　
　

町
外

増ま
す
な
が永　

逸は
や
と人　
　
　

  
寛
人　
　

 

新
替
団
地

福ふ
く
い居　

葵あ
お
い　
　
　
　

  
佑
輔　
　

 

刑
務
所
官
舎

（
平
成
29
年
5
月
届
出
分
）

（
平
成
29
年
５
月
届
出
分
）

（
平
成
29
年
５
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

諏
訪
の
西　

文
典
さ
ん
か
ら

（
ク
ニ
ヱ
さ
ん
死
去
）

町
外
の
鶴
田
ま
り
子
さ
ん
か
ら

（
米
吉
さ
ん
死
去
）

町
外
の
谷
口　

文
子
さ
ん
か
ら

（
馬
迫　

ト
ヨ
さ
ん
死
去
）

町
外
の
福
島　

敏
行
さ
ん
か
ら

（
ア
キ
エ
さ
ん
死
去
）

町
外
の
甲
阪　

公
一
さ
ん
か
ら

（
サ
チ
さ
ん
死
去
）

田
尾
原
の
上
野　

フ
チ
子
さ
ん
か
ら

（
賢
一
さ
ん
死
去
）

陣
前
の
草
留　

英
秋
さ
ん
か
ら

（
榮
次
さ
ん
死
去
）

老
谷
西
の
新
𠮷　

一
美
さ
ん
か
ら

（
ム
ツ
子
さ
ん
死
去
）

長
谷
前
の
有
田　

一
光
さ
ん
か
ら

（
ヤ
ヱ
子
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　

 　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

田
中　

ユ
キ　
　
　

 

94 

植
村

上
野　

賢
一　

 

85 

田
尾
原
１

鶴
田　

米
吉 

91 

田
尾
原
２

内
堀　

照
男 

82 

大
迫

小
川　

シ
ヅ 

87 

竹
迫

竹
内　

杉
子　

 

98 

田
尾
原
２

新
吉　

ム
ツ
子 

87 

老
谷
西

福
島　

ア
キ
エ 

90 

会
田

永
𠮷　

サ
チ 

94 

堤
郡

池
田　

武
二 

91 

真
中
馬
場

别
所　

郁
夫　
　

 

89 

永
山

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む
（　）は前月比

人口　  9,695人（　ー 1人）

  男      4,537人（  　  3人）

  女      5,158人（  ー 4人）

世帯数  4,861戸（   　  4戸）

　転入　　 26人
　転出　  19人
　出生　　   5人
　死亡　　 13人

平成29年５月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

・
平
成
二
十
八
年
度
自
衛
隊
入
隊
者

　
　
　
　
　

山
下　

峻
平
さ
ん

　
　
　
　
　

竹
下　

利
生
さ
ん

・
小
屋
敷
自
治
会

　
　
　
　
　

吉
本　

サ
ツ
子
さ
ん

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
一
般
寄
付
】

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。




